
 

                        

                        

                        
中里介山妙音谷草庵之碑 

『
大
菩
薩
峠
』
は
一
九
一
三
年
～

一
九
四
一
年
に
都
新
聞
・
毎
日
新

聞
・
読
売
新
聞
な
ど
に
連
載
さ
れ

た
四
十
一
巻
に
の
ぼ
る
未
完
の
一

大
巨
編
。
幕
末
が
舞
台
で
、
虚
無

に
と
り
つ
か
れ
た
剣
士
・
机
竜
之

助
を
主
人
公
と
し
、
甲
州
大
菩
薩

峠
に
始
ま
る
彼
の
旅
の
遍
歴
と
周

囲
の
人
々
の
様
々
な
生
き
様
を
描

く
。
連
載
は
約
三
十
年
に
わ
た
り
、

話
は
幕
末
か
ら
明
治
に
入
ら
ず
に

架
空
の
世
界
へ
と
迷
い
込
み
、
作

者
の
死
と
と
も
に
未
完
に
終
わ
っ

た
。
作
者
は
「
大
乗
小
説
」
と
呼

び
、
仏
教
思
想
に
基
づ
い
て
人
間

の
業
を
描
こ
う
と
し
た
。
世
界
最

長
を
目
指
し
て
執
筆
さ
れ
た
時
代

小
説
で
、
大
衆
小
説
の
先
駆
け
と

さ
れ
る
不
朽
の
傑
作
で
あ
る
。 

       

中
里
介
山
は
、
青
年
時
代
か
ら
独
身
を

貫
く
決
心
を
し
て
い
た
。
二
十
七
歳
の

時
、
勤
務
先
の
都
新
聞
社
で
独
身
会
を

結
成
し
機
関
誌
「
独
身
」
を
発
行
し
て

い
る
。
好
男
子
で
あ
っ
た
の
で
女
性
に

は
大
変
も
て
た
と
言
う
が
終
生
妻
は

娶
ら
な
か
っ
た
。
評
論
家
北
島
広
敏
に 

よ
れ
ば
幼
少
の
こ
ろ
味
わ
っ
た
家
庭

の
暗
さ
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
い
る

か
ら
と
い
う
。
介
山
の
言
「
女
遊
び
は 

構
わ
な
い
、
そ
れ
は
魂
を
傷
つ
け
ぬ
か

ら
。
恋
は
い
け
な
い
、
魂
を
き
ず
つ
け

る
か
ら
」
。
晩
年
ま
で
簡
素
で
ス
ト
イ

ッ
ク
な
生
活
を
貫
い
た
。「
大
菩
薩
峠
」

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
得
た
印

税
は
事
業
に
つ
ぎ
込
み
、
」
本
人
は
菜

食
を
中
心
と
す
る
粗
食
で
、
住
ま
い
は 

六
畳
一
間
し
か
な
か
っ
た
。 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
か
ら
新
旧
甲
州
街
道
を
歩

き
、
高
尾
山
麓
の
中
里
介
山
草
庵
の
碑
ま

で
凡
そ
五
㎞
の
行
程
。 

 

駅
か
ら
甲
州
街
道
、
南
浅
川
の
敷
島
橋

を
渡
り
左
へ
折
れ
る
道
が
旧
甲
州
街
道
。

少
し
歩
く
と
で
ん
で
ん
淵
、
さ
ら
に
先
の

白
山
橋
を
左
へ
渡
る
と
コ
ッ
ク
ス
氏
住
居

跡
と
旧
浅
川
村
役
場
。
戻
っ
て
白
山
神
社
、

金
南
寺
を
参
拝
。
小
名
路
の
両
界
橋
を
渡

り
古
淵
、
垂
井
亭
跡
や
花
屋
旅
館
跡
を
見

学
。
さ
ら
に
京
王
線
沿
い
の
御
室
神
社
、

旧
浅
川
地
下
壕
入
口
へ
と
歩
く
。 

 

戻
っ
て
甲
州
街
道
か
ら
高
尾
山
方
面
へ
。

上
椚
田
橋
を
過
ぎ
た
右
側
に
侠
客
関
東
綱

五
郎
の
住
宅
跡
が
あ
る
。
さ
ら
に
歩
き
高

尾
山
近
道
の
道
標
、
野
道
の
先
の
綱
五
郎

の
墓
跡
を
見
る
。
落
合
橋
に
戻
り
、
子
育

地
蔵
、
氷
川
神
社
ま
で
歩
く
。
そ
こ
か
ら

京
王
高
尾
駅
を
通
り
過
ぎ
、
ケ
ー
ブ
ル
カ

ー
駅
へ
。
琵
琶
滝
道
を
右
に
折
れ
、
妙
音

谷
へ
。
こ
こ
に
は
中
里
介
山
の
碑
が
あ
る
。 

京
王
高
尾
駅
ま
で
戻
り
、
解
散
。 

①
で
ん
で
ん
淵 

廿
里
町 

廿
里
町
を
流
れ
る
南
浅
川
に
で
ん
で

ん
淵
と
い
う
約
五
十
ｍ
程
の
奇
岩
が
見
ら

れ
る
場
所
が
あ
る
。
景
勝
地
と
言
い
た
い

と
こ
ろ
だ
が
、
今
や
川
の
両
側
に
は
住
宅

が
密
集
し
て
い
て
、
散
歩
す
ら
で
き
な
い
。 

 

「
で
ん
で
ん
」
と
い
う
発
音
だ
が
、
こ

の
田
あ
の
田
が
転
じ
、
物
の
連
な
る
さ
ま

や
蓮
の
葉
が
水
面
に
並
び
浮
か
ぶ
さ
ま
と

も
い
う
が
、
こ
の
場
所
は
到
底
そ
ん
な
所

で
は
な
い
。
昔
、
石
川
村
（
八
王
子
市
）

と
豊
田
村
（
日
野
市
）
一
帯
を
で
ん
で
ん

原
と
い
い
、
朝
倉
氏
の
廃
墟
跡
で
あ
る
。

昔
、
夫
人
が
乳
の
み
児
の
姫
を
あ
や
し
、

で
ん
で
ん
太
鼓
を
鳴
ら
し
子
守
歌
を
歌
っ

て
い
た
と
い
う
伝
承
も
あ
る
が
、
ち
な
み

に
こ
の
南
浅
川
の
で
ん
で
ん
淵
の
由
来
は

不
明
で
あ
る
。
岩
手
県
の
遠
野
に
、「
デ
ン

デ
ラ
野
」
と
い
う
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

六
十
歳
を
過
ぎ
る
と
、
僅
か
な
食
糧
だ
け

を
持
た
さ
れ
、
死
を
迎
え
る
ま
で
暮
ら
し

た
所
と
の
伝
聞
が
あ
る
。 

                       

でんでん淵の上流 でんでん淵 
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②
優
し
い
コ
ッ
ク
ス
さ
ん 

ポ
ー
ル
・
コ
ッ
ク
ス
氏
は
、
南
浅
川
の

白
山
橋
を
渡
っ
た
す
ぐ
南
側
に
住
ん
で
い

た
。
夕
方
に
は
子
犬
を
連
れ
て
高
尾
山
の

麓
を
よ
く
散
歩
し
「
優
し
い
コ
ッ
ク
ス
さ

ん
」
の
愛
称
で
町
の
人
達
に
愛
さ
れ
て
い

た
。
同
氏
は
、
都
立
第
二
商
業
学
校
、
都

立
立
川
高
校
の
英
語
教
師
を
し
て
い
た
が
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
親
子
二
代
に
わ
た

り
、
わ
が
国
の
大
学
、
高
校
な
ど
で
英
文

学
や
英
語
教
育
に
貢
献
し
て
い
る
。
昭
和

三
十
二
年
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研

究
生
と
三
多
摩
の
有
志
ら
で
、
英
人
コ
ッ

ク
ス
親
子
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
こ

の
碑
は
多
摩
丘
陵
御
殿
峠
の
多
摩
養
育
園

の
庭
に
あ
る
。
碑
に
は
昭
和
女
子
大
人
見

東
明
、
内
藤
濯
両
教
授
に
よ
り
、
次
の
詩

が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

「
た
ゆ
み
な
く
近
代
文
化
を
移
植
し 

 

魂
乃
あ
け
ぼ
の
を
も
た
ら
し
た 

 

コ
ッ
ク
ス
親
子
三
人 

 

日
本
の
平
和
と
幸
福
を 

 

と
こ
し
え
に
祈
り
つ
づ
け 

 

こ
の
国
土
に
眠
る
コ
ッ
ク
ス
親
子
三
人 

 

志
あ
る
も
の
そ
の
徳
を
慕
い 

 

み
霊
を
な
ぐ
さ
め
よ
う
と 

 

石
ぶ
み
を
建
つ
こ
の
丘
に 

 

あ
ゝ
魂
は
か
お
る 

 

コ
ッ
ク
ス
親
子
三
人
」 

 

コ
ッ
ク
ス
親
子
は
、
文
明
開
化
の
風
潮

が
盛
ん
だ
っ
た
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

政
府
の
招
き
で
来
日
。
父
親
の
エ
ド
ワ
ー

ド
・
ダ
グ
ラ
ス
氏
は
旧
制
の
一
高
や
東
大

で
英
文
学
、
英
語
学
な
ど
の
教
鞭
を
執
っ

て
い
た
。
長
男
の
ポ
ー
ル
・
コ
ッ
ク
ス
氏

は
東
京
商
船
学
校
、
慶
応
義
塾
、
攻
玉
中

学
、
日
本
中
学
、
次
男
の
ヘ
ン
リ
ー
・
コ

ッ
ク
ス
氏
は
東
京
経
済
大
学
、
早
稲
田
大

学
な
ど
で
教
壇
に
た
っ
て
い
た
。 

 

父
親
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

千
代
田
区
平
河
町
の
自
宅
で
永
眠
、
六
十

一
歳
。
長
男
の
ポ
ー
ル
氏
は
太
平
洋
戦
争

が
激
し
く
な
っ
た
昭
和
十
七
年
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
へ
強
制
送
還
の
途
中
イ
ン
ド
洋

上
で
息
を
ひ
き
と
っ
た
。
日
本
を
深
く
愛

し
親
し
ん
だ
彼
は
、
日
本
か
ら
離
れ
る
こ

と
を
嫌
が
っ
た
と
い
う
。 

弟
の
ヘ
ン
リ
ー
氏
は
、
日
本
女
性
と
結
婚

し
「
遍
理
古
楠
」
と
名
乗
っ
た
が
昭
和
十

四
年
杉
並
区
で
死
去
、
六
十
五
歳
。 

 

有
志
ら
は
、
ポ
ー
ル
氏
が
戦
争
の
犠
牲

に
な
り
海
に
眠
る
の
を
嘆
き
、
多
摩
の
丘

へ
三
人
の
御
霊
を
招
き
慰
め
た
と
い
う
。 

 

ポ
ー
ル
氏
の
浅
川
時
代
の
生
活
は
質
素

な
も
の
で
、
冬
服
は
色
の
さ
め
た
茶
色
の

ダ
ブ
ル
服
に
茶
色
の
ネ
ク
タ
イ
。
夏
服
は

白
い
麻
の
詰
襟
服
と
式
日
に
着
る
ヨ
ウ
カ

ン
色
の
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
だ
け
で
、
そ
れ

以
外
の
服
を
着
た
の
を
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
と
い
う
。 

         
  

ポール・コックス氏 
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●
浅
川
村
役
場
（
金
南
寺
）
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

火
事 

 

明
治
維
新
後
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八

八
九
）
二
月
十
一
日
新
政
府
が
樹
立
さ
れ
、

上
椚
田
村
か
ら
浅
川
村
が
誕
生
。
浅
川
村

役
場
を
小
名
路
（
現
西
浅
川
町
一
三
九
）

の
宝
生
山
金
南
寺
を
借
り
て
こ
こ
に
置
い

た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
七
年
十
月
に
二

十
二
日
夜
、
金
南
寺
が
原
因
不
明
で
出
火

し
、
新
政
府
誕
生
か
ら
整
備
し
て
き
た
戸

籍
の
原
本
と
な
る
身
分
登
録
簿
な
ど
の
書

類
が
焼
失
し
た
。
火
事
の
原
因
は
、
こ
の

時
代
自
由
民
権
運
動
の
余
韻
が
政
局
に
著

し
く
現
れ
て
い
た
時
で
も
あ
り
、
自
由
党

と
改
進
党
と
の
政
争
が
原
因
と
噂
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
金
子
日
記
に
は
「
廿
七
年
十
月

廿
二
日
夜
小
名
字
金
南
寺
出
火
、
役
場
書

類
焼
、
村
絵
図
面
者
不
残
出
ス
、
廿
四
日

串
田
儀
八
・
落
合
与
三
郎
弐
人
来
り
、
右

役
場
書
類
付
調
整
方
法
方
ニ
有
志
よ
り
義

援
金
ト
シ
テ
廿
四
五
日
頃
金
三
円
儀
八
江
、

一
切
受
取
ナ
シ
何
ニ
ヤ
」
こ
の
他
、
八
王

子
市
史
、
八
王
子
市
議
会
史
、
石
川
日
記
、

金
南
寺
文
書
、
高
尾
山
麓
夜
話
に
も
記
さ

れ
て
い
る
。 

コックス氏が住んでいた場所 コックス親子の碑 

旧浅川村役場 
（現、浅川地区社会福祉協議会、高尾交通安全協会） 



4 
 

           
 

           

③
白
山
神
社 

 
 

 
 

 
 

廿
里
町
四
十
八
の
一 

勧
請 

不
明 

祭
神 

伊
弉
冉
尊
（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
） 

創
建 

享
徳
三
年
（
一
四
五
四
） 

再
建 

明
応
七
年
（
一
四
九
八
） 

例
祭 

八
月
の
第
三
日
曜
日 

多
摩
森
林
科
学
園
西
側
に
社
が
あ
り
、

地
元
で
は
白
山
様
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
数

年
前
に
桜
の
実
験
林
が
拡
張
さ
れ
、
境
内

の
一
部
ま
で
か
か
っ
た
の
を
機
会
に
麓
の

白
山
橋
近
く
に
社
殿
を
新
築
し
た
。 

 
白
山
神
社
に
は
天
文
二
十
二
年
（
一
五

五
三
）
に
滝
山
城
主
大
石
源
左
衛
門
縄
周

に
よ
り
、
本
殿
を
造
営
し
た
と
す
る
棟
札

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
奥
社
の
建
物
は
寬

文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
に
建
て
ら
れ
た
。

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
は
、
十
一
面
観
音

の
板
碑
に
、
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）

の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

神
社
は
七
百
三
十
年
前
の
鎌
倉
時
代
に
は

既
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
幕
府
よ

り
十
四
石
の
御
朱
印
を
安
堵
さ
れ
て
い
た
。 

                        

白山神社近くの南浅川と右に旧甲州街道（廿里町） 

白山神社 白山神社神殿 
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④
宝
生
山

金こ

ん

南
寺

な

ん

じ 

西
浅
川
町
一
三
九 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来 

開
山 

真
源
大
徳 

開
創 

貞
治
三
年
（
一
三
六
五
）
七
月 

 

高
尾
の
麓
、
江
戸
三
大
関
所
の
一
つ
甲

州
街
道
小
仏
の
関
所
跡
に
程
近
い
高
台
に

あ
る
。 

 

真
源
大
徳
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
折
開
山

し
、
そ
の
後
安
永
六
年
（
一
七
七
八
）
十

月
、
法
印
大
空
和
尚
に
よ
り
本
堂
の
上
棟

式
を
行
い
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
十

一
月
本
寺
高
尾
山
薬
王
院
住
職
秀
興
阿
闍

利
大
導
師
と
な
り
入
仏
、
落
成
し
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
多
摩
四
国
八
十
八
ケ
所
霊
場

第
六
十
九
番
札
所
。 

 

こ
の
寺
は
高
尾
山
薬
王
院
の
末
寺
で
、

以
前
は
十
一
面
観
音
を
本
尊
と
し
て
い
た

が
今
は
阿
弥
陀
如
来
と
な
っ
て
い
る
。
本

堂
前
の
し
だ
れ
桜
は
見
事
で
あ
る
。 

明
治
二
十
七
年
十
月
、
浅
川
村
役
場
が

政
治
的
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
火
災
に
あ
っ

た
際
、
寺
も
か
つ
て
大
伽
藍
で
あ
っ
た
本

堂
を
類
焼
し
て
い
る
。
山
腹
に
本
堂
を
移

し
た
が
、
昭
和
四
十
二
年
現
在
の
所
に
新

築
、
庫
裏
も
改
築
さ
れ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
寺
の
前
に
古
道
と
い
わ
れ
る

道
が
あ
る
。
寺
の
下
を
流
れ
る
南
浅
川
が

そ
の
昔
何
度
も
氾
濫
し
た
た
め
、
川
の
北

側
を
大
回
り
し
て
通
っ
た
最
も
古
い
甲
州

へ
の
道
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
水

路
の
改
修
工
事
が
江
戸
時
代
初
期
か
ら
行

わ
れ
、
橋
が
架
か
り
宿
場
も
出
来
て
こ
の

道
も
役
割
を
終
え
て
い
る
。 

 

寺
の
入
り
口
に
小
さ
な
観
音
堂
が
あ
る
。

そ
の
下
の
川
原
が
刑
場
跡
と
思
わ
れ
る
が

定
か
で
な
い
。
ま
た
は
近
く
に
あ
る
古
淵

の
岩
陰
で
処
刑
さ
れ
た
と
の
説
も
あ
る
。 

こ
の
地
域
の
古
い
集
落
の
名
は
小
名
路
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に

は
、
金
南
寺
の
名
か
ら
小
名
路
に
な
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
が
判
然
と
し
な
い
。 

 

金
南
寺
の
境
内
に
、
自
由
俳
句
を
著
し

た
上
田
都
史
の
句
碑
が
あ
る
。 

 

白山神社奥伝に行く路 白山神社奥伝 
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男
地
球
に
立
ち
て 

 
 

 
 

夕
映
え
に
い
う
こ
と
多
く 

         

                       

⑤
古
淵
と
垂
井
亭 

西
浅
川
町 

高
尾
駅
か
ら
甲
州
街
道
を
西
に
歩
く

と
、
中
央
線
の
鉄
橋
が
あ
る
。
そ
の
脇
を

流
れ
て
い
る
の
が
南
浅
川
で
、
街
道
に
架

か
る
橋
を
今
は
高
尾
町
と
西
浅
川
町
を
跨

い
で
い
る
の
で
両
界
橋
と
い
う
。
こ
の
両

界
橋
の
付
近
を
古
淵
と
い
い
、
古
淵
は
別

の
名
を
「
猊
（
獅
子
）
淵
」
と
も
い
わ
れ
、

昔
は
風
光
明
媚
な
所
だ
っ
た
と
武
蔵
名
勝

図
会
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

塩
野
適
斎
が
著
し
た
「
桑
都
日
記
」
に

は
、
江
戸
時
代
後
期
享
和
三
年
（
一
八
〇

三
）
、
こ
の
古
淵
の
岸
に
「
垂
井
亭
」
と
い

う
四
阿
（
あ
ず
ま
や
）
が
あ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
建
て
た
の
は
長
房
村

の
官
林
切
出
し
な
ど
を
監
督
し
て
い
た
最

上
徳
内
で
、
避
暑
游
憩
の
場
所
と
し
て
い

た
と
い
う
。 

四
阿
は
大
工
も
金
も
使
わ
ず
、
端
材
と

樹
皮
で
作
っ
た
簡
素
な
造
り
な
が
ら
夏
の

暑
さ
を
し
の
ぎ
、
四
季
折
々
の
風
景
を
楽

し
み
文
人
も
訪
れ
た
よ
う
だ
。
文
政
十
年

金 南 寺 上田都史の句碑 

観 音 堂 観 音 様 
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（
一
八
二
七
）
に
書
か
れ
た
地
誌
高
尾
山

石
老
山
記
に
は
、
垂
井
亭
を
描
い
た
図
が

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
九
尺
四
面
程
で
、

小
さ
か
っ
た
の
が
判
る
。
こ
の
著
者
の
竹

村
立
義
が
訪
れ
た
こ
ろ
に
は
、
手
直
し
が

さ
れ
、
多
く
の
文
化
人
の
集
い
の
場
に
な

っ
て
い
た
。
文
化
人
は
高
尾
山
へ
向
か
う

前
に
こ
こ
に
立
ち
寄
り
、
近
く
の
茶
屋
「
花

屋
」
か
ら
、
酒
や
豆
腐
な
ど
を
取
り
寄
せ

一
服
し
た
と
い
う
。
垂
井
亭
に
は
、
八
王

子
の
俳
人
松
原
庵
星
布
の
仮
名
文
の
額
や

塩
野
光
廸
が
書
い
た
漢
文
の
額
や
聯
（
れ

ん
）
も
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

そ
の
後
、
垂
井
亭
は
、
下
原
鍛
冶
の
系

譜
を
引
く
小
名
路
出
身
の
刀
工
武
蔵
太
郎

安
貞
の
預
か
り
と
な
っ
た
。
こ
の
簡
素
な

四
阿
が
い
つ
ま
で
残
っ
て
い
た
か
は
定
か

で
な
い
。 

 

「
垂
井
」
と
は
、
岩
間
か
ら
細
く
流
れ

落
ち
る
水
が
銀
の
糸
を
垂
ら
し
た
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
。 

し
か
し
今
は
、
水
の
流
れ
だ
け
が
ひ
っ
そ

り
と
そ
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
。
山
紫
水

明
の
風
景
は
遠
く
に
去
っ
た
。 

                       

⑥
花
屋
旅
館 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
浅
川
町
小
名
路 

 

創
業
は
江
戸
後
期
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

与
謝
野
鉄
幹
、
晶
子
を
は
じ
め
、
大
町
桂

月
、
野
口
雨
情
な
ど
の
歌
人
が
宿
泊
し
て

い
る
。
ま
た
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）

五
月
、
浅
川
駒
木
野
出
身
の
落
合
直
亮
、

直
澄
の
功
を
称
え
た
先
賢
彰
徳
碑
除
幕
式

が
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
折
、
与
謝
野
鉄

幹
、
晶
子
が
宿
泊
し
、
記
念
に
書
き
残
し

た
掛
け
軸
が
残
っ
て
い
る
。
現
在
、
営
業

は
し
て
い
な
い
。 

           

両界橋から見た南浅川 
右岸に垂井亭があった 

獅子（猊）ｹ 淵垂井亭図 
国立国会図書館蔵 

「高尾山石老山記より」 

花屋旅館 
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●
口
留
番
所 

西
浅
川
町 

 

小
仏
峠
越
え
の
旧
甲
州
街
道
と
新
甲
州

街
道
の
分
岐
点
を
小
名
路
追
分
と
い
う
。 

新
甲
州
街
道
か
ら
高
尾
へ
暫
く
行
き
、
小

仏
川
と
南
浅
川
に
掛
る
橋
を
越
え
た
と
こ

ろ
が
落
合
で
あ
る
。
こ
こ
に
小
規
模
な
口

留
番
所
が
あ
っ
た
。 

 

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
の
関

所
で
北
条
氏
照
や
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
甲

州
口
の
警
備
に
あ
て
ら
れ
裏
番
所
と
も
い

わ
れ
て
い
た
。 

 

警
備
は
旧
上
椚
田
村
（
現
在
の
高
尾
、

東
浅
川
、
初
沢
、
南
浅
川
）
で
あ
り
、
当

番
制
で
村
人
が
勤
め
て
い
た
。
新
編
武
蔵

風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
賃
金
で
は
な
く
、

畑
一
町
歩
が
与
え
ら
れ
そ
の
収
入
に
よ
り

賄
わ
れ
て
い
た
。
明
治
二
年
に
廃
止
。
か

つ
て
は
甲
州
街
道
沿
い
に
小
さ
な
石
碑
が

あ
っ
た
が
、
現
在
は
探
し
て
も
み
つ
か
ら

い
。 

  

            

⑦
御
室
社
と
山
王
社 

高
尾
町
一
七
七
三 

勧
請 
不
明 

祭
神 

大
己
貴
命
（
御
室
社
） 

大
山
昨
命
（
山
王
社
） 

社
宝 

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
棟
札 

創
建 

不
明 

再
建 

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
） 

 
 

 

文
政
六
年
（
一
八
二
三
） 

 
 

 

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
） 

 

社
殿
は
権
現
造
で
あ
る
。 

山
王
社
は
勧
請
・
創
建
不
明
だ
が
昭
和

天
皇
ご
成
婚
記
念
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

京
王
線
ト
ン
ネ
ル
の
東
辺
り
に
鎮
座
し
て

い
た
も
の
を
、
栗
林
を
造
成
す
る
た
め
落

合
青
年
団
が
御
室
社
の
左
へ
移
し
た
。 

                  

 

落合橋（中心左あたり） 

御室社鳥居 御室社と山王社 
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●
裕
天
上
人
の
碑
と
石
仏 

高
尾
町 

 

御
室
社
の
石
段
の
下
に
自
然
石
が
あ
る
。

そ
れ
に
は
梵
字
で
ア
ビ
ラ
・
ウ
ン
・
ケ
ン

と
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
珍
し
い
組
合
せ

の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
梵
教
で
至
上

と
さ
れ
る
大
日
如
来
を
祈
る
真
言
だ
と
い

う
。
浄
土
宗
の
高
僧
で
享
保
三
年
（
一
七

一
八
）
入
寂
し
た
裕
天
上
人
の
書
と
い
わ

れ
て
い
る
。 

             

●
ト
ロ
ッ
コ
線 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

初
沢
町 

 

御
室
神
社
の
裏
山
一
帯
は
岩
盤
に
な
っ

て
お
り
、
特
に
神
社
の
裏
は
人
工
的
に
大

き
く
抉
ら
れ
て
い
る
。
砕
石
と
し
て
関
東

大
震
災
復
興
の
た
め
使
用
さ
れ
た
と
い
う
。 

砕
石
を
運
ぶ
た
め
の
ト
ロ
ッ
コ
跡
が
京
王

線
の
山
側
に
僅
か
に
残
っ
て
い
る
。 

              

⑧
浅
川
地
下
壕 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

初
沢
町 

 

む
き
出
し
の
岩
盤
が
、
ア
リ
の
巣
状
に

広
が
る
壕
内
は
ひ
ん
や
り
し
て
い
る
。
崩

落
を
防
ぐ
た
め
松
の
坑
木
な
ど
で
補
強
さ

れ
て
い
る
。
八
王
子
市
初
沢
町
周
辺
に
残

る
総
延
長
十
㎞
の
浅
川
地
下
壕
は
、
今
も

終
戦
時
の
姿
を
そ
の
ま
ま
と
ど
め
て
い
る
。

壕
の
一
部
は
、「
浅
川
地
下
壕
の
保
存
を
す

す
め
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
年
に
数
回
一

般
公
開
し
て
い
る
。 

こ
の
浅
川
地
下
壕
は
昭
和
十
九
年
、
陸

軍
の
倉
庫
と
し
て
当
初
は
掘
削
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
空
襲
で
被
害
を
受
け
た
中
島
飛

行
機
武
蔵
製
作
所
が
移
転
す
る
こ
と
と
な

り
、
戦
闘
機
の
エ
ン
ジ
ン
を
作
る
地
下
工

場
と
な
っ
た
。
全
国
で
戦
時
中
に
掘
ら
れ

た
地
下
壕
は
五
千
ヶ
所
以
上
あ
る
と
い
わ

れ
る
が
、
宅
地
化
や
自
然
崩
落
で
消
滅
し

つ
つ
あ
る
。 

文
化
庁
は
、
軍
事
に
関
す
る
遺
跡
五
十

ヶ
所
を
調
査
対
象
に
選
び
、
こ
の
八
王
子

の
浅
川
地
下
壕
も
指
定
を
受
け
て
い
る
。 

祐天上人の碑 

トロッコ線跡といわれている場所 
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⑨
関
東
綱
五
郎
墓
之
跡
碑 

落
合
地
区
の
山
麓
の
斜
面
に
、
狭
客

「
関
東
綱
五
郎
墓
之
碑
」
と
記
さ
れ
た
御

影
石
の
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
碑

の
裏
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

「
鈴
木
綱
五
郎
は
、
鈴
木
家
の
六
代
目
に

当
り
祖
先
は
甲
州
武
田
家
滅
亡
に
よ
り
旧

浅
川
村
落
合
に
移
住
す
。
文
政
五
年
（
一

八
二
二
）
に
生
れ
青
年
期
は 

幕
末
に
あ
た
り
世
は
騒
然
と
し
狭
い
浅
川

村
に
座
す
る
事
が
出
来
ず
、
家
を
出
て
関

東
綱
五
郎
と
名
乗
り
狭
客
の
仲
間
に
入
り

遂
に
清
水
次
郎
長
の
門
を
叩
き
そ
の
客
分

と
な
り
、
世
に
名
を
挙
げ
初
老
期
に
帰
郷

し
て
村
民
の
面
倒
を
見
る
。
当
時
の
住
居

約
四
十
五
坪
総
欅
作
り
の
家
屋
を
明
治
十

年
頃
菩
提
寺
の
大
光
寺
の
庫
裏
に
納
め
隠

居
し
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月

一
日
歿
す
。
墓
は
昭
和
五
十
二
年
三
月
二

十
七
日
大
光
寺
構
内
に
移
転
す 

 

八
代
目
嗣
子 

医
博 

鈴
木
幸
雄 

 

実
孫
の
夫 

 

医
博 

持
田
治
郎
建
之
」 

昭
和
五
十
二
年
七
月
十
三
日 

 

浅川地下壕内部 浅川地下壕西側 
（今はコンクリートで塞がれている） 

地下壕への引き込み線 
昭和 21 年 3 月末米軍撮影 
上部は浅川駅（現、高尾駅） 
 

浅川地下工場全体配地図 
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綱
五
郎
は
上
椚
田
村
（
現
在
の
高
尾
町

落
合
）
千
人
同
心
鈴
木
惣
七
の
子
と
し
て

生
れ
る
。
成
人
し
上
州
館
林
へ
、
の
ち
に 

山
本
長
五
郎
（
清
水
の
次
郎
長
）
の
客
分

と
な
る
。
荒
神
山
で
博
打
が
も
と
で
起 

こ
っ
た
喧
嘩
に
大
政
小
政
ら
と
乗
り
込
む
。

後
京
都
で
火
薬
商
を
営
み
、
そ
の
後
生
家

へ
帰
る
。
墓
は
初
沢
町
の
大
光
寺
に
あ
る
。 

義
顕
院
何
仙
道
翁
居
士
綱
之
助 

明
治
十
九
年
十
一
月
一
日
寂
六
十
三
歳 

 

ち
な
み
に
彼
は
、
持
田
治
郎
博
士
夫
人

故
ツ
ネ
さ
ん
の
祖
父
に
あ
た
る
。
鈴
木
家

に
は
後
継
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
持
田
家

の
長
女
美
亜
子
夫
婦
を
鈴
木
家
の
養
子
に

迎
え
て
い
る
。 

惣
七 

綱
五
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

定
吉 

ツ
ネ 

 
 

 
 

 

セ
キ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

持
田
治
郎 

 
  

 
 

 
 

美
亜
子 

 
 

  

鈴
木
幸
雄 

 

       

               

⑩
す
ぐ
ぢ
道
と
石
神
様 

高
尾
町 

 

上
椚
田
橋
か
ら
高
尾
方
面
へ
暫
く
行
く

と
右
側
歩
道
の
脇
に
一
・
五
ｍ
程
の
道
標

が
立
っ
て
い
る
。
明
治
四
十
一
年
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
道
標
に
は
、「
高
尾
山
迄
本

道
四
十
四
丁
、
ち
か
道
三
十
五
丁
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
ち
か
道
は
、
す
ぐ
ぢ

道
と
い
っ
て
「
ろ
く
ざ
ん
亭
」
先
の
突
き

当
た
り
を
左
へ
山
道
を
登
り
、
金
比
羅
台

に
至
る
道
で
、
高
尾
山
へ
仕
事
に
行
く
人

達
は
こ
の
道
を
行
き
帰
り
利
用
し
て
い
た
。 

 

道
標
を
入
っ
て
百
ｍ
程
先
の
左
側
に
、

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
六
月
吉
日
、

落
合
喜
兵
衛
と
刻
ま
れ
た
石
神
明
神
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
耳
だ
れ
の
病
気
に
は
あ
ぶ

ら
げ
と
豆
腐
を
供
え
て
拝
む
と
治
っ
た
と

い
う
。
以
前
は
馬
の
絵
馬
や
小
石
が
沢
山

積
ま
れ
て
い
た
が
、
今
は
民
家
の
敷
地
内

に
あ
る
。 

 
   

綱五郎の系図 
 

関東綱五郎墓之跡 関東綱五郎住宅跡 関東綱五郎 
本名 鈴木綱之助の肖像画 
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●
切
妻
造
り
の
織
物
工
場 

 

高
尾
山
の
ち
か
道
入
口
の
道
標
か
ら
少

し
入
っ
た
右
側
に
あ
る
、
川
村
家
敷
地
内

に
大
き
な
木
造
建
物
が
残
っ
て
い
る
。 

 

切
妻
造
り
の
工
場
は
機
織
り
工
場
に
多

い
平
屋
で
こ
の
サ
イ
ズ
の
も
の
は
珍
し
い
。

戦
後
八
王
子
織
物
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
は
、

織
機
が
三
十
五
台
、
ウ
ー
ル
生
地
の
人
気

だ
っ
た
頃
は
、
大
型
織
機
が
十
台
も
揃
え

て
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
建
物
だ
け
が

一
棟
の
み
残
っ
て
い
る
。 
           

⑫
坂
本
の
子
育
地
蔵 

高
尾
町 

 

昔
、
人
が
や
っ
と
入
れ
る
小
さ
な
お
堂

が
あ
り
地
蔵
様
が
奉
ら
れ
て
い
た
。
明
治

も
末
の
雪
の
降
る
日
に
、
赤
子
を
抱
え
た

巡
礼
が
行
き
暮
れ
て
、
お
堂
の
中
に
し
ゃ

が
み
込
ん
で
い
た
。
翌
朝
村
の
人
が
行
っ

て
見
る
と
巡
礼
は
寒
さ
で
息
絶
え
て
お
り

抱
え
て
い
た
赤
子
が
泣
い
て
い
た
。
赤
子

は
近
く
の
家
で
預
か
っ
て
い
た
が
預
か
る

家
も
困
る
の
で
村
長
ら
が
相
談
し
た
結
果
、

村
々
を
回
っ
て
歩
く
辻
芸
人
が
来
た
の
で
、

押
し
付
け
る
よ
う
に
預
か
っ
て
も
ら
っ
た

と
い
う
。
そ
の
後
、
誰
い
う
と
な
く
子
育

地
蔵
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

子
に
恵
ま
れ
ぬ
人
や
病
弱
な
子
の
幸
せ

を
願
っ
て
絵
馬
を
奉
納
し
た
り
、
お
参
り

を
す
る
母
子
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

子
育
地
蔵
の
他
に
、
京
王
線
工
事
で
移

動
し
た
地
蔵
や
、
は
あ
ち
ゃ
ん
淵
で
亡
く

な
っ
た
人
の
供
養
地
蔵
な
ど
が
収
め
ら
れ

て
い
る
。 

 

高尾山ちか道入口 石上神明（耳の病を治す） 

現存する八王子織物工場 
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⑬
氷
川
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
尾
町
二
二
五
八 

勧
請 

毛
利
備
中
守
師
親 

祭
神 

素
盞
鳴
尊
（
す
さ
の
お
の
み
こ
と
） 

創
建 

応
永
年
間 

（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
） 

例
祭 

八
月
の
第
三
日
曜
日 

京
王
線
高
尾
山
口
駅
の
北
側
に
大
き

な
鳥
居
が
あ
り
、
奥
に
氷
川
神
社
が
あ
る
。 

片
倉
城
主
毛
利
備
中
守
師
親
が
武
蔵
一
ノ

宮
の
氷
川
神
社
を
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
寬
文
二
年
（
一
六
六
二
）
七
月

社
殿
を
再
建
、
浅
川
町
（
八
王
子
市
高
尾

町
）
の
総
鎮
守
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に

は
幕
府
よ
り
御
朱
印
五
石
を
拝
領
し
て
い

た
。 

 

古
く
は
下
椚
田
村
大
牧
に
あ
っ
た
が
今

の
場
所
に
移
さ
れ
た
。
現
在
の
社
殿
は
昭

和
二
十
七
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。
八
王

子
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
氷
川
神

社
の
獅
子
舞
は
有
名
で
、
悪
疫
退
散
を
祈

願
し
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
獅

子
舞
は
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
八

王
子
城
主
北
条
氏
照
が
狭
間
に
下
賜
し
た

獅
子
頭
を
も
と
に
奉
納
さ
れ
る
。 

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
椚
田
村
が
上

下
に
分
か
れ
、
上
椚
田
村
の
鎮
守
氷
川
神

社
に
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
受

け
て
、
上
椚
田
村
の
人
達
に
よ
り
継
承
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
、
町

内
会
の
獅
子
舞
保
存
会
が
伝
統
芸
能
と
し

て
守
っ
て
い
る
。
東
浅
川
町
の
原
町
内
会
、

会
館
か
ら
出
発
し
た
獅
子
舞
は
土
曜
日
の

午
後
熊
野
神
社
で
舞
い
な
ど
を
奉
納
し
、

翌
日
の
午
後
車
を
利
用
し
氷
川
神
社
に
帰

着
。
こ
こ
で
再
び
獅
子
舞
を
奉
納
し
て
い

る
。 

          

坂本の子育て地蔵 

氷川神社 
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⑭
琵
琶
滝
洗
心
地
蔵
尊 

 

高
尾
山
の
清
滝
駅
か
ら
左
側
に
通
ず
る

琵
琶
滝
コ
ー
ス
を
五
分
ほ
ど
登
る
と
、
道

の
右
側
に
洗
心
地
蔵
や
七
福
神
の
像
が
立

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
像
は
、
信
者
ら
が

琵
琶
滝
で
満
願
の
修
行
を
終
え
、
記
念
と

し
て
安
置
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
な
か
で

も
下
段
中
央
の
、
御
影
石
で
造
ら
れ
た
祠

の
中
に
は
、
洗
心
地
蔵
尊
奉
納
者
百
名
以

上
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
韓
国
系
の

名
前
が
殆
ど
で
あ
る
。
浅
川
地
下
壕
で
強

請
労
働
さ
せ
ら
れ
た
韓
国
人
の
な
か
に
は
、

戦
後
、
祖
国
韓
国
へ
帰
ら
ず
、
日
本
で
亡

く
な
っ
た
人
も
い
た
。
そ
ん
な
同
胞
の
霊

を
慰
め
る
た
め
、
水
行
で
供
養
し
た
と
聞

く
。 

                   

⑮
中
里
介
山
と 妙

音
谷
草
庵 高

尾
町 

 
 

 

中
里
介
山
の
本
名
は
弥
之
助
と
い
い
、

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
四
月
八
日
東

京
都
羽
村
市
に
生
ま
れ
る
。
彼
は
苦
学
し

な
が
ら
勉
学
に
励
み
小
学
校
の
教
員
と
な

る
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
ご
ろ
都

新
聞
に
入
社
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
や
社
会

主
義
に
接
近
し
、
社
会
主
義
者
と
親
交
を

結
び
平
民
新
聞
へ
寄
稿
す
る
。 

 

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
高
尾
山
妙
音

谷
に
あ
っ
た
佐
藤
旅
館
（
今
は
東
京
高
尾

病
院
）
の
脇
に
草
庵
を
む
す
び
自
ら
竹
庵

と
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

工
事
の
騒
音
や
落
石
の
危
険
に
悩
ま
さ
れ

や
む
な
く
四
年
後
に
武
州
御
岳
に
移
り
住

む
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
間
に
「
大
菩
薩
峠
」
の
「
安
房
の

国
の
巻
」
「
小
名
路
の
巻
」
を
執
筆
す
る
。

と
く
に
小
名
路
の
巻
は
実
際
に
彼
が
投
宿

し
た
は
な
屋
旅
館
で
あ
り
、
小
説
の
中
に

供養石仏群 洗心地蔵尊 
（奉納者の名前が刻まれている） 

氷川神社 
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出
て
く
る
千
年
樫
は
庵
の
す
ぐ
横
に
あ
っ

た
樫
の
大
木
で
あ
る
。 

 
 

千
年
の
名
に
こ
そ
負
へ
ん 

 
 

忘
れ
じ
な 

そ
れ
の
年
月 

 
 

開
山
の
御
僧 
行
基 

 
 

谷
川
の
水
を 
酌
み
つ
つ 

 
 

憩
い
に
し 

お
身
の
ほ
と
り 

 
 

今
も
な
お 

其
の
世
の
記
念 

 
 

樹
下
を
ゆ
く 

縁
の
人
に 

 
 

結
び
と
ぞ 

千
古
の
契 

 
 

（
中
里
介
山 

千
年
樫
の
下
に
て
） 

 

子
供
が
好
き
だ
っ
た
彼
は
地
元
の
青

年
を
助
手
に
し
な
が
ら
隣
人
学
園
と
い
う

塾
を
作
り
敬
天
・
愛
人
・
克
己
の
思
想
の

下
、
子
供
た
ち
に
勉
強
や
演
劇
な
ど
も
教

え
て
い
た
と
い
う
。 

庵
跡
に
は
石
碑
が
建
っ
て
い
る
が
、
今

は
笹
藪
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
の
登

山
道
は
、
高
尾
山
へ
登
る
南
側
コ
ー
ス
と

し
て
は
一
番
の
近
道
と
し
て
登
山
者
に
は

知
ら
れ
て
い
る
。
中
里
介
山
の
墓
は
東
京

羽
村
市
禅
林
寺
に
あ
る
。 

 

                        

                        

中里介山 （昭和 5 年頃） 

妙 音 橋 
渡った奥に中里介山の碑がある 

中里介山の碑 

隣人学園記念写真 
後列中央が中里介山（大正 12 年） 
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●
高
尾
山
界
隈
の
鉄
道 

 

戦
前
、
高
尾
・
山
田
辺
に
は
三
つ
の
鉄

道
が
あ
っ
た
。 

   
 

 
 

 
                

・
鉄
道
省
（
中
央
線
） 

 

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
、
皇
室
専
用
の

東
浅
川
駅
を
開
設
（
大
喪
列
車
運
行
の
た

め
）
。 ※

一
般
参
拝
者
は
浅
川
駅
（
現
高
尾
）

を
利
用
。 

 

・
京
王
電
気
軌
道 

 

全
車
両
を
動
員
し
て
、
新
宿
か
ら
東
八

王
子
駅
（
現
京
王
八
王
子
）
ま
で
輸
送
後
、

八
王
子
市
街
自
動
車
（
現
京
王
バ
ス
）
と

提
携
し
て
御
陵
前
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
。 

※
の
ち
に
御
陵
線
を
開
設 

 

・
武
蔵
中
央
電
気
鉄
道 

 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
か
ら
八
王
子

内
か
ら
甲
州
街
道
を
通
っ
て
多
摩
陵
を
経

由
し
、
高
尾
山
麓
を
結
ぶ
路
面
電
車
を
運

行
。 

    
高尾山麓付近の武蔵中央電気鉄道 昭和 11 年（東京府史） 

妙音谷山荘（大正 12 年頃） 佐藤旅館（昭和初年頃の絵葉書） 
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◎
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
名
勝
図
絵 

・
八
王
子
市
史 

・
八
王
子
事
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
八
王
子
郷
土
資
料
館
資
料 

・
ら
い
ぶ
ら
い 

・
落
合
の
今
昔 

・
高
尾
界
隈 

・
浅
川
地
下
壕
保
存
を
す
す
め
る
会 

・
高
尾
山
石
老
山
記 

 

竹
村
立
義
著 

・
府
立
第
二
商
業
学
校
卒
業
記
念
帖 

・
多
摩
御
陵
史
蹟
の
し
る
べ 

・
京
王
帝
都
電
鉄
三
十
年
史 

・
桑
都
日
記 

 
 

 
 

塩
野
適
斎
著 

・
高
尾
山
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

・
八
王
子
市
議
会
史 

・
石
川
日
記 

・
金
子
日
記 

・
金
南
寺
文
書 

・
高
尾
山
麓
夜
話 

 
 

設
楽
政
治
著 

・
昭
文
社 

・
ア
製
造
厩
綜
合
配
置
計
画
図 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
設
楽
政
治
提
供
） 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ぺ
ー
ジ 

御陵線と武蔵中央電鉄の路線図 


